
○豊かな心を育みます 
 

 

８月９日の平和登校日には、各学年で DVD等を見て、戦争と平和に

ついて考えました。ナガサキの原爆投下時刻の１１時２分には、

全員で黙祷をささげました。終戦から６６年の月日が流れたなか、

戦争体験のない私たちも、平和の大切さを子どもたちに伝えてい

かなくてはなりません。 

子ども達が、大人になったときに、次の世代に平和の大切さを

伝えてくれるよう、平和学習を進めていきます。 

 

２学期がはじまりました。元気に登校した子どもたちの顔を見ると、一段とたくましくなったように感じます。２学期は、

スポーツテスト、遠足、修学旅行、音楽会などの行事があります。また、学習、芸術、運動にしっかり取り組める学期で

す。子どもたちには、自分の得意な分野をより一層極めたり、苦手な分野を努力で克服したりして、未来への可能性を

広げてもらいたいです。そのために、保護者の皆様と連携を図りながら、時には厳しく、時には優しく指導していきたい

と考えていますので、ご協力のほどよろしくお願いいたします。 

   

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２０号（校長室だより） 

平成２３年９月１日 

貝塚市立東山小学校 

あいさつする子 
しっかり学ぶ子 
たのしく遊ぶ子 
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子ども達の感想 

○ひろ子ちゃんは、６才になったばかりなのに死んでしまって、かわ

いそうだなあと思いました。おじぞうさんは、おじいさんの気もちが

わかったのかな。お母さんとお父さんも死んで、ひろ子ちゃんのお

いわいだったのに、楽しみの日だったのに、おじいさんだけでも生

きていてくれてうれしかったです。こういうふうに人を死なせてしまう

戦争は、こわいものなのに、どうして、みんな戦争をしてしまうのか

わたしにはわかりません。でも、ゆだんしていたら、またおこるかも

しれないので、みんなで力をあわせていきたいと思いました。  

 (２年・「おこりじぞう」を見て) 

○（略）ぼくには、どうやって戦争をなくすか分からないです。だけど、

日本の中で、日本人同士がもめたり、けんかしたりしていないで、

協力することが大切だと思います。だから、これからぼくは、戦争を

やめさせることはできないけど、学校でけんか 

などがあったら止めるようにしたいです。自分 

にはできることとできないことがあるけど、でき 

ることはがんばります。  

 （６年「おかあさんの木」を見て） 
  

○豊かな心を育みます 
 

 

７月に環境委員会の児童が、２週間に

わたり、チェック表をも 

って各掃除場所を点 

検しました。７月１２日 

にポイントの高かった 

場所を表彰しました。 
 

 

 

 

 

 

 

 

  

靴箱の美しさをきそうコンテスト

の結果、４年１組が優勝しました。 

２位は１年１組で 

す。どのクラスの 

靴箱もきちんとそ 

ろえられていて、 

審査が大変難しか 

ったです。 

○健やかな体を育みます 

 

夏休みに、高学年対象の水泳教室がありまし 

た。５年生は１５ｍ、６年生は２５ｍ泳げば合格で 

す。３日間水泳教室に通った児童たちは、教員 

や友達の声援を力にして必死で泳ぎ、がんばり 

ました。何事にも、目標を持って自分の記録に 

挑戦することは大切です。 

９月末にスポーツテストがあります。上旬から 

反復横跳びや腹筋、柔軟性などをはかる種目 

が練習できる場所を設定し、子どもたちが自分の目標に向けてしっ

かり取り組めるようにします。 

金のほうき賞 受賞グループ 

○５－１横トイレ（５年） ○１－２教室 

○音楽室横階段（６年） ○６－１教室  

○特別教室前廊下(１－３) 

○図書室(２－２・６年) 
 

 

 

４年１組の靴箱 

 

○確かな学力の向上に努めます    

 

 

7 月 7 日の５時間目に、6 年生の研究授業（算数「円の面積」）

がありました。子どもたちは、班で話し合ったり、教え合った

りしながら、深化問題を一生懸命解いていました。当日は、岡

山大学大学院教授の佐藤曉先生をお招きし、「子どもが自分の

言葉で学びを語る」ことの大切さや、分からないときに、友達

に一方的に教えてもらうのではなく、「自ら学びを取りに行く

子を育成する」ことをご指導いただきました。学び合いのある

授業づくりをこれからも研究していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          

中学生の職業体験 
７月６日、７日に三中の２年生５人が、 

１，３，４，６年の各クラスで職業体験を 

しました。中学校での指導をしっかり守 

り、言葉遣いや態度は、立派でした。 

 

 

 

  

行政相談出前授業（総務省･行政相談委員） 

７月１４日、５，６年生が総務省の行政相談について、学習しました。 

 

中学生のお礼状（一部） 

 先日は、楽しい体験学習に行かせていただきありがとう

ございました。東山小学校で学んだことを思うと、先生達

を見る目が変わりました。いつも笑っているけどかげで努

力しているのも分かりました。中学校にもどって授業をさ

せていただいた話をすると、また、三中で社会の授業をさ

せていただくことになりました。このたびの体験は、一生に

一度の大切なものになりました。ありがとうございました。 

 

人形劇・読み聞かせ 
 １学期に保護者ボランティア

の方が、各クラスに人形劇や読

み聞かせをしてくださいました。 

お父さんが決めた名前
が、とても長すぎておぼえら
れませんでした。わたしは、
人形をどうして作ったのか知
りたいです。とてもじょうずに
作れていて、すごいと思いま
した。（３年「寿限無」を見て） 

 

○お金がかかって相談すると思っていたけど、行政相談は無料なので、相談をしてみたい

と思った。行政相談委員が貝塚にもいるので、なんか安心した。（５年） 

○行政相談委員はボランティアで活動してくれていると知ってびっくりした。家族にも行政

相談委員の人はすごいんだよと教えてあげたい。町の危険な所を見つけたら気軽に相

談できるので、私たちのくらしで、とても重要な仕事なんだなとわかった。（６年） 


